	金型製造業


金型産業は、国内の出荷額では長期的には減少傾向にあるものの、それでも20年までは堅調に推移していた。しかし、20年秋以降の景気後退の影響を受けて、受注が減少しており、特にプラスチック型では価格競争の激化によって、収益の悪化が続いている。今後の見通しでは、今後の自動車産業の戦略が不確定なことから、当面は厳しい状況が続くとみられる。

金型の特徴と業界の概要

金型とは、材料の塑性または流動性の性質を利用して、材料を成型し製品を得るために、金属材料で作った型を総称したものである。
金型は、用途によって様々な種類があるが、その中でもプレス型とプラスチック型が主である。金型は、用途別に加えて、製品の大きさによっても、設計技術や製造設備が異なるため、個々の企業はそれぞれ専門分野に特化する傾向がある。

金型産業は、ユーザーからの仕様書に基づいて生産が行われる受注型産業であり、従業者数20名以下の事業所が大半を占めるといった小規模性が特徴である。

大阪の地位と現状

平成19年の大阪府における金型産業（従業者4人以上）は、事業所数642、従業者数8,221人、製造品出荷額等1,343億円で、それぞれ全国の12.3％、8.9％、8.2％を占めている。製造品出荷額等では、大手自動車メーカーが立地する愛知県が第１位であり、大阪府は全国第２位である（経済産業省『平成19年工業統計表（細分類）』）。

　受注は大幅に縮小傾向

　金型産業は、国内の出荷額では長期的には減少傾向にあるものの、近年の自動車産業からの旺盛な需要により、20年までは堅調に推移していた。しかし、20年秋以降の急速な景気後退の影響を受けて、受注が激減している状況が続いている。
金型は新製品の開発・生産の際に需要が多く発生するが、現在では新製品開発の延期が多く、金型の需要が少ない状況にある。ユーザー企業では、既存の金型を修理・補修して使用している場合が多く、金型のメンテナンス収入が少なからぬ金額となっている。
金型の種類別に見ると、自動車関連が主要受注先であるプレス型では、21年4～6月期はまだ受注残があったために、繁忙が続いていた。しかし7月以降、大手自動車メーカーの開発延期による影響から、自動車関連の受注が激減したため、7～9月期は前期を大幅に下回る厳しい状況にある。

プラスチック型では、12年前後からユーザー企業の海外調達が進展していたが、コスト削減・低価格化の進展の中で、その動きが一段と加速しており、弱電関係の金型は国内にはほとんど見受けられない状況にある。プラスチック型では、日用雑貨用の堅調な需要によって、持ちこたえている企業が多い。

受注価格の低下により収益は悪化

不況による受注減によって、受注獲得のための価格競争が激しく、受注価格の下落傾向が続いている。この傾向は、プラスチック型で特に顕著である。

金型の材料となる鋼材価格は、20年度と比較すると下落しているが、それ以上に受注価格の下落の方が大きく、受注減と合わせて、収益は大幅に悪化している。

金型産業では、待ち受け型の営業スタイルを転換して新規顧客の獲得が課題であるが、零細性による営業・技術獲得の難しさのために、零細企業では厳しい状況から抜け出せない傾向が強い。

設備投資と雇用
金型産業は、設備投資には積極的ではあるが、受注減が長期間に渡っているため、設備投資を行う余裕がない企業が多い。また、20年夏までに設備投資を行った企業では、そのことが資金繰りをより一層悪化させている要因となっている。
金型産業は、零細企業が多いために、雇用の削減余地は少なく、雇用調整助成金を利用しながら、雇用を維持している。そのため、7～9月期では週休3日制にしている企業も多い。

今後の見通し

プレス型では、自動車関連の需要が一段落するのに加え、今後の自動車の方向性が定まっていないため、年内は厳しい状況が続く見通しである。プラスチック型では、価格競争による価格の下落傾向や、ユーザー企業の海外調達が進行している状況を鑑みると、今後の先行きは不透明な状況にある。そのため金型産業では、早期に受注が回復する見込みは少なく、当面は厳しい状況が続くものとみられる。
加えて、コスト削減や低価格化の進展のため、ユーザー企業は既存の取引関係を見直しており、受注が、営業力や技術力などが優れた、特定企業に集中する傾向が一段と強まっている。そのため、金型産業ではより一層の2極化が今後も進展するものと思われ、零細企業の先行きはより不透明なものとなっている。
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